
　
公
益
財
団
法
人
あ
し
た
の
日
本
を
創
る
協
会
で
は
、

１
月
22
日
に
東
京
都
渋
谷
区
の
国
立
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

記
念
青
少
年
総
合
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
「
令
和
５
年

度
自
治
会
・
町
内
会
講
座
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
自

治
会
・
町
内
会
の
実
践
者
や
行
政
職
員
な
ど
、
全
国

各
地
か
ら
約
40
名
の
ご
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

第
一
部
は
、
宮
城
県
仙
台
市
泉
区
・
市
名
坂
東
町

内
会
会
長
の
草
貴
子
さ
ん
、

北
海
道
苫
小
牧
市
・
拓
勇

東
町
内
会
副
会
長
の
佐
藤

一ひ
と

美み

さ
ん
に
よ
る
事
例
発

表
が
あ
り
ま
し
た
。

　

市
名
坂
東
町
内
会
で

は
、
女
性
役
員
が
町
内
会

運
営
を
担
っ
て
お
り
、
役

員
の
生
活
ス
タ
イ
ル
に
合

わ
せ
た
無
理
の
な
い
町
内

会
運
営
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
集
会
所
の
建
設
、

女
性
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

を
配
置
し
て
の
避
難
所
づ

く
り
、
子
育
て
支
援
と
し

て
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る

な
ど
、
多
角
的
な
取
り
組

み
に
つ
い
て
お
話
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
拓
勇
東
町
内
会
で
は
、
町
内
会
運
営
の
デ
ジ
タ
ル

化
を
推
し
進
め
て
お
り
、
シ
ニ
ア
世
代
の
役
員
に
向

け
た
デ
ジ
タ
ル
研
修
、
会
議
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
、
デ

ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た
行
事
（
多
文
化
共
生
サ

マ
ー
キ
ャ
ン
プ
、
地
域
安
全
マ
ッ
プ
づ
く
り
等
）
の

実
施
な
ど
、
先
進
的
な
取
り
組
み
を
ご
紹
介
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

第
二
部
は
「
自
治
会
・
町
内
会
活
動
の
悩
み
、
思

い
を
語
ろ
う
」
を
テ
ー
マ
に
、萩
原
な
つ
子
さ
ん
（
独

立
行
政
法
人
国
立
女
性
教
育
会
館
理
事
長
）
の
進
行

で
ワ
ー
ル
ド
カ
フ
ェ
を
開
催
し
ま
し
た
。
ワ
ー
ル
ド

カ
フ
ェ
と
は
、
カ
フ
ェ
の
よ
う
な
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た

雰
囲
気
の
中
で
、
少
人
数
で
対
話
を
行
う
こ
と
で
す
。

今
回
は
６
班
に
分
か
れ
、
席
替
え
を
し
な
が
ら
、
自

治
会
・
町
内
会
の
課
題
や
そ
の
解
決
方
法
に
つ
い
て

話
し
合
い
ま
し
た
。
各
自
思
い
つ
く
ま
ま
に
意
見
や

ア
イ
デ
ア
を
付
箋
に
書
き
出
し
、
そ
れ
を
基
に
意
見

を
整
理
し
て
模
造
紙
に
貼
り
付
け
て
い
き
ま
し
た
。

全
体
の
総
括
で
は
、
各
班
で
出
さ
れ
た
付
箋
の
キ
ー

ワ
ー
ド
を
つ
な
げ
、
即
席
の
川
柳
が
作
ら
れ
ま
し
た
。

終
始
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、
様
々
な
意
見
が
広
が

る
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

　
令
和
５
年
度
　
自
治
会
・
町
内
会
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
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